


「自分が変わる！

社会を変える！」

ＩＣＴで

チャレンジプロジェクト

というテーマでこの1年取り組んできました。



分身ロボット、視線入力装置

意思疎通アプリ付きＰＣを活用

したチャレンジ



目が見えていないといわれていた児童も、視線入力
の動きで見えている可能性があることが分かった。

やりたい学習内容や時間など、視線で選び、周りに
伝えることができるようになってきた。

オンラインでのスクーリング実施により、スクーリ
ングが難しい児童でも、友達と会ったり、学校内を
見学したりすることができた。

児童生徒の意思表出が読み取れることで、教員側の
かかわり方や可能性を広げることができた。



重度肢体不自由障害のある方

のICT活用拠点に向けた

チャレンジ



〇兵庫県立和田山特別支援学校
青森県立青森第一養護学校
岡山県立早島支援学校
からの視線入力・デジリハの視察

〇茨城大学教育学部の勝二教授の
視線入力に関する研究協力

〇ICT体験会 年間12回実施



情報発信のチャレンジ





〇茨城新聞社の学校紹介新聞に

文化祭やICT活用等が掲載

〇ブランディング会社に

本校の取り組みをSNSで発信





重度重複肢体不自由児童生徒の視線入力による意思表示を、

気軽に普段のコミュニケーションにつなげることの難しさが

感じられた。

分身ロボットは、視線操作ができないため、自分の見

たい方向を見るなどの活動・操作は難しかった。

視線入力装置意思疎通アプリ付きＰＣが2台しかなく、使

用を制限する必要があり、学校全体での利活用につなげるこ

とが難しかった。



ご支援をありがとうございました。


